
なぜなに学習相談  学研教育情報資料センター

                                          資料番号５０９ 

 

 

無断複製：転載：翻訳を禁ず Ｇａｋｋｅｎ                                    X1030008 

 
１

こ

個のカマキリの
たまご

卵から、
なん

何びきぐらい
う

生まれるの 

●オオカマキリでは４００ぴきほど 

 オオカマキリの１
こ

個の
たまご

卵のかたまり（
らんのう

卵嚢）からは、３００～４００ぴきの
あか

赤ちゃんが
で

出

てきます。ハラビロカマキリなどのように、
こ が た

小型のカマキリになるほど、
たまご

卵の
かず

数は
すく

少なく

なります。
はる

春、アブラムシが、
し ん め

新芽にむらがり
はじ

始めるころ、カマキリの
ようちゅう

幼虫が
う

生まれます。
らんのう

卵嚢のかべには、
むし

虫が
で

出てくるためのあながあいています。カマキリの
ようちゅう

幼虫は、このあな

から、
つぎつぎ

次々と、
で

出てきます。カマキリの
ようちゅう

幼虫は、おしりから
で

出る
いと

糸にぶら
さ

下がっています。

おり
かさ

重なるように
つぎつぎ

次々と
で

出てきても、この
いと

糸のおかげで、
じ め ん

地面に
お

落ちることはありません。

●
らんのう

卵嚢は、あわのかたまり 

 メスは、
たまご

卵を
う

産む
まえ

前に、おなかから、あわのかたまりを
だ

出します。
たまご

卵は、このあわの
なか

中

に
う

産みます。やがて、あわは
かた

固くなり、
なか

中の
たまご

卵を
あめ

雨、
かぜ

風、
さむ

寒さから
まも

守る
うつわ

器になります。
らんのう

卵嚢

は、
き

木の
えだ

枝や
いし

石、かべなどにくっついて
ふゆ

冬をこします。あわの
なか

中にふくまれた
く う き

空気が
ねつ

熱を
つた

伝

えにくいので、
さむ

寒い
ふゆ

冬も
らんのう

卵嚢の
なか

中は
あたた

暖かです。 

●カマキリの
しゅるい

種類 

 日本には、カマキリ、オオカマキリ、ウス 

バカマキリ、コカマキリ、ハラビロカマキリ 

などがいます。これらはおもに、
みなみ

南の
あたた

暖か 

い
ち ほ う

地方に
おお

多く
み

見られます。
しゅるい

種類により、
らんのう

卵嚢 

の
かたち

形がちがいます。（監修・中山 周平） 
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